
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵浦和トーク＆パレード 

昨年9月19日に安倍政権は安保関連法（私たちは戦争法と呼んでいます）を強行採決しました。

安倍政権は３月末にもこの一連の法律の施行を狙っています。この暴挙に反対し、廃止を求めます。 

同じ日に、東京・日比谷野外音楽堂で中央集会が行われます。私たちは全国の行動に呼応して、 

武蔵浦和の駅頭で抗議のトーク＆パレードを行います。皆さん、ご一緒に行動しましょう！ 

 

主催団体  戦争させるな、９条まもれ！ 武蔵浦和の会 

事務局／鵜飼(090-2941-7867)、内藤(090-2633-0232)、吉村(090-7843-8653) 

協賛団体：埼玉土建さいたま南支部、コープネットグループ労働組合「九条の会」、年金者組合浦和支部西分会 

年金浦和ハーモニカクラブ、年金者組合浦和支部フラダンスクラブ、新婦人浦和支部中央班／まつぼっくり班／ 

根岸班／内谷班、医療生協西南支部 ／南風支部、南区革新懇、南区九条の会、南区社会保障推進協議会                                                               

※順不同 

２０１６年３月１９日（土） １４：００～ 

ＪＲ武蔵浦和駅 東口 



衆議院議長  大島理森 様 

参議院議長  山崎正昭 様 

内閣総理大臣 安倍晋三 様 

戦争法の廃止を求める統一署名 

2015年9月19日に参議院で“強行採決''され“成立''した｢平和安全保障関連法｣は､憲法第9条が禁じる国

際紛争解決のための武力行使を可能とするもので､憲法違反であることは明らかです。 

したがって｢平和安全｣の名にかかわらず､その内容はまぎれもなく戦争法です。また､憲法解釈を180度くつが

えした閣議決定に基づいた違憲の立法は､内閣と国会による立憲主義の否定であり､断じて認めることはできませ

ん。 

この戦争法が発動されれば､日本は海外で戦争する国になり､自衛隊は海外で「殺し殺される」ことになり､日本

自体が武力紛争の当事者となって､｢平和安全｣とはまったく逆の事態を招くことになります。 

戦争法に対しては､国会審議の段階で､憲法の専門家をはじめ､さまざまな分野の人びとから反対の声が上がり､

世論調査でも8割が政府の説明は不十分と答えていました。全国の人びとの強い反対の声を国会内の数の力で踏

みにじった採決は､主権在民と民主主義を壊す暴挙であり､正当性を欠くものです。以上の趣旨から､次の事項につ

いて請願します｡ 

【請願事項】 

一．戦争法である｢平和安全保障関連法｣をすみやかに廃止してください｡ 

一．立憲主義の原則を堅持し､憲法9条を守り､いかしてください｡ 

名     前 住      所 

  

  

  

  

  

 

この署名用紙は全国2000万人統一署名を呼びかけている「戦争させない・９条壊すな! 総がかり

行動実行委員会」の署名様式と同一です。 

 ご署名いただきましたら、下記のさいたま市革新懇へご送付、「３.１９武蔵浦和トーク＆パレード」

にご持参、あるいは下記の事務局までご連絡ください。 

ご送付先：330-0063 さいたま市浦和区高砂2-3-10黒澤ビル2D さいたま市革新懇 

(大変恐縮ですが郵送料金はみなさんにご負担いただくようおねがいします) 

 

取扱団体  戦争させるな、９条まもれ！ 武蔵浦和の会 
〔事務局 鵜飼（090-2941-7867）、内藤（090-2633-0232）、吉村（090-7843-8653）〕 

協賛団体：埼玉土建さいたま南支部、コープネットグループ労働組合「九条の会」、年金者組合浦和支

部西分会、年金浦和ハーモニカクラブ、年金者組合浦和支部フラダンスクラブ、新婦人浦和支部中央班・

まつぼっくり班・根岸班・内谷班、医療生協西南支部・南風支部、南区革新懇、南区九条の会、南区社

会保障推進協議会                                 ※順不同 


